
スタジオのドアが開いて、⼀⼈の⾦星⼈⼥性が優雅に⼊って来ると、

「ルンドリオ・ザーメントは、⾏⽅不明じゃないわ。」

と、その場にいるAVの監督に向かって云った。監督は、

「え?え?え?あなたは⼀体、全体、誰ですか?」

と、その⼥性に問いかける。謎の⼥性は魅惑的に微笑むと、

「名乗る必要は、ない。それより、あなた、」

と流太郎ザーメントに呼びかけて、

「⼀緒に来なさい。」

流太郎は抵抗した。⾝動きせずに彼は、

「なんだか分からない⼈に、ついて⾏かないのは⼦供だけじゃ、ない

ですよ。」

謎の若き美⼥は、スカートのポケットからピストルを取り出すと流太

郎ザーメントの顔に向けて発砲した。ピストルから⾶び出したのは弾

丸ではなくて、レーザー光線のような⻘い光だ。その⻘い光が彼の顔

に命中するとともに、スタジオの窓ガラスを通り抜けて流太郎ザーメ

ントは外へ⾶び出していった。室内の皆は呆然として動けない。動く

と謎の美⼥にピストルで狙われるかもしれない。

謎の若い美⼥は凄然と窓ガラスの前に歩いていき、ピタリと⽴ち⽌

まって窓の外を⾒た。外から突然、⻘い光が稲妻のように彼⼥に降り

注ぐと、謎の美⼥は窓ガラスを通り抜けて窓の外に出て⾏ったのだ。
 

 窓の外には⼩型の円盤が空中に待機していた。謎の美⼥は円盤内に



現れると、そこには流太郎ザーメントが意識を失ったように⽴ってい

る。

室内には若い⼥性が謎の美⼥の指⽰を待つかのように、⾝を正して

⽴っている。その⼥性も端正な顔で⻑⾝だ。謎の美⼥は、その部下ら

しき若い⼥性に、

「あの男を連れてくるように。」

と命じた。部下らしき⼥性は、

「はい、すぐに連れてまいります。」

と快活に応答して室外へと⽴ち去ると、ほどなく⼀⼈の男性を連れて

戻った。⻄洋⼈⾵の男が⼊って来た。ルンドリオ・ザーメントだ。し

かし脳の中⾝は時流太郎。彼を⾒た時・流太郎の外⾒のルンドリオ・

ザーメントは、

「君は私の姿を持っているのでは、ないか?」

と声を掛ける。

流太郎の外⾒を持つ男を⾒たルンドリオ・ザーメントは、

「キミこそ、ぼくの姿を持っているみたいだ。そういう気がする。」

謎の美⼥は、対⾯している⼆⼈の間に進むと、

「フフフ。どちらも完全に脳内記憶が⼊れ替わっていないみたいだ

わ。何処かの悪戯ずきな⼈が、やったようね。この情報は、わたし

達、⾦星情報局に⼊ったから、あなた⽅を連れ出して元に戻すのが私

の仕事。」



と話した。それは⾦星語だったので、傍らにいる⼥性がザーメント流

太郎に⽇本語訳して話した。先ほどの⼆⼈の発⾔も⾦星語と⽇本語で

⾏われたのだ。だから、それを聞いた⼆⼈は、それぞれの⾔語が理解

できなかった。

謎の美⼥は静かに、

「わたしの名前はサニン・ケルメル。⾦星情報局の惑星間調整課次⻑

なのね。だから瞬間転移ピストルの所持、および使⽤も認められてい

ます。この部屋の隣に⼿術室があるわ。カリネ、連れて⾏きなさい。

ドクター・メスキリーノが待機しています。」

と助⼿らしき背の⾼い⼥性に命じる。カリネは、

「はい、今、すぐに。それでは、⾏きましょう。」

と⼆⼈に⾏きましょう、と⾦星語と⽇本語で伝えた。
 

 ドクター・メスキリーノの⼿術着は右半分が⽩、左半分が緑⾊だっ

た。⿊いメガネをかけて、⿐の下に、ちょびっと髭を⽣やした中年の

医者だ。椅⼦に座っていた彼は⽴ち上がると、

「さあ、そのベッドに⼆⼈で並んで寝なさい。」

と⾦星語で促す。それをカリネは⽇本語でザーメント流太郎に伝え

る。

⼆⼈は服を着たままダブルベッドの⼤きさの⼿術台に寝そべった。⼆

⼈の頭にヘッドフォンのような物をドクター・メスキリーノは装着さ

せると、⼿術台の横にある縦⻑のパネルのスイッチの⼀つを押す。



強い電流のような刺激が⼆⼈の頭に伝わると、⼆⼈の顔つきが電撃的

に変わった。

「ん?」と流太郎ザーメント。

「おおお。」とザーメント流太郎。

⼆⼈の頭の中は外⾒と同じに戻ったのだ。
 

 カリネに連れられてサニン・ケルメルのいる部屋に戻った⼆⼈に、

サニンは、

「正常になったようね。地球⼈のあなた。お名前は?」

と明晰な⽇本語で話した。

流太郎は、その発⾳の⾒事さに驚くと、

「時・流太郎といいます。」

サニンは楽しそうに、

「あなたの居た地球の⼀地⽅に戻してあげますよ。」

と流太郎に⽇本語で伝えたのだ。
 

 無事、地球に戻った流太郎は⾃宅のマンションに帰る。もう⽇没後

だった。会社は明⽇、⾏けばいい。ノートパソコンでネットニュース

を⾒る。

最後の証券会社アナリスト辞職

という⽂字が流太郎の⽬に⼊る。⼈⼯知能で株式市場を解説するのが

常識になった証券会社。対⾯営業は、かなり⼤昔になくなり、ほぼほ



ぼ、ネット証券だけになっている。

 碁や将棋も⼈間同⼠で対局し、同時に⼈⼯知能も何種もあるから、

それぞれ競い合い、最後には⼈間と⼈⼯知能との勝負に、なる。その

⼈⼯知能は電機メーカーで製作して、⾃社の宣伝にもなるので出場さ

せている。

この⼈⼯知能との対局が⾯⽩いため、将棋や囲碁は前より盛んになっ

ているほど、だ。

 流太郎の⾼校の同級⽣に証券会社に勤めている者がいる。ネット証

券で福岡市に本社を持つ会社だ。この会社も福岡市の⼈⼯島アイラン

ドシティ2にある。最初の⼈⼯島アイランドシティは建物で⼀杯に

なったため、⼆番⽬の⼈⼯島であるアイランドシティ2が埋め⽴て竣

⼯された。アイランドシティ2は、アイランドシティとは五⼗メート

ル程しか離れていないで、⼆つの⼈⼯島は橋で繋がっている。

ネット証券でありながら⼀部の顧客には対⾯営業も⾏っている。丘洲

証券という会社名で、読みはオカス証券という。犯す証券と頭の中で

読んでしまう⼈も、いるらしい。その会社に電話すると若い男⼦社員

が、

「はい、おかす証券です。」

と電話に出る。それを聞いた⼥性客はハッとする場合もあるという。

もちろん社名は「犯す」という意図を含めたものでは、ない。⼈⼯島

は砂洲のような場所にあり、その上の丘の上に会社があるので丘洲証



券と社名をつけたのだ。

重役の中には、

「丘洲だと、読みが⼥を犯すのオカスに聞こえますよ。」

と反対した者がいたが、社⻑の御貸(おかし)は、

「なに、気にする事は、ないよ。会社の法規登録も終わっているから

な。」

と気軽に答えた。この社⻑も社⻑としては若い⽅で四⼗⼀歳だが、御

貸照男というのが本名だ。おかし・てるお、と読む。犯してるオ、と

読み取られる事もあるのだ。

この丘洲証券の⾃社ビルはアイランドシティ2の南側にあり、ラブホ

テルのような外観であるのだが、実際に⼀階は⼊り⼝が⼆つあり、⼀

つは丘洲証券のもので、もう⼀つはラブホテルの⼊り⼝なのだ。つま

り丘洲証券の⾃社ビルの半分はラブホテルなのである。

証券業界は、いつの時代になっても倒産の危機を、まぬがれないもの

で、その危険を最初から予測して備えているのが丘洲証券ビルなの

だ。

 丘洲証券の朝礼で御貸照男社⻑は、

「我が社も創⽴⼗周年を迎えるが、証券業界は依然として厳しい状態

にある。だが諸君、⼼配は要らない。うちのラブホテル経営は順調

だ。最近は益々の外国⼈観光客で賑わっている。中にはアフリカから

の宿泊客もいる。その⼈達は福岡市内に宿泊施設が不⾜しているため



に、当社のラブホテルをご利⽤になるのだ。そのついでに、それらの

外国⼈の御客さんに弊社のネット株取引の英語で書かれたパンフレッ

トも、お渡ししている。⼿数料の安さのため、海外の顧客も増えてい

る。⽇本株を欲しい外国⼈も増⼤しているからだ。であるから、⾃社

ビルの半分がラブホテルなんて、と嘆かないように。」

そう熱弁を振るうと御貸社⻑は社員⼀同を⾒渡した。全部で⼗⼈ほど

の正社員で、⼥⼦社員は⼆⼈だ。⼥⼦社員は⼆⼈共、アイランドシ

ティ経済専⾨学校を卒業して、すぐに⼊社してくれた若い才媛だが、

朝礼で紺⾊の制服を着た⼆⼈は並んで⽴って御貸社⻑の話を熱⼼に聞

いていた。

アイランドシティ経済専⾨学校も丘洲証券の経営する学校法⼈なの

で、丘洲証券の資⾦源は、いくつもあるのだ。

この丘洲証券に時・流太郎の⾼校以来の友⼈が⼊社している。彼の名

前は⽟⼆義郎(たまに・ぎろう)という。⽟握ぎろう、と読んでしまい

がちだ。⾼校時代の呼び名が⾦⽟にぎろう、だったのも仕⽅ない。⽟

⼆は流太郎にアイランドシティ2の喫茶店で、

「社⻑室に⼊った事もあるよ。」

と話した。流太郎は、

「御貸社⻑の?丘洲証券の社⻑室に?」

と聞き返すと、⽟⼆は、

「ああ、そうだ。机の上の固定電話が鳴ると御貸社⻑は、受話器を取



り、

『はい、丘洲証券です。あ、⼩星⼭様、いつも御世話になります。今

⽇の推奨銘柄、で御座いますか?少々、お待ちくださいませ。』

その電話保留にすると社⻑は、机上のスマートフォンを取り上げた。

それを⽿に当てると、

「今⽇の推奨銘柄を教えてくれ。」

と質問した。すると若い男性の声が機械的な⼝調で、

「はい、今⽇は新興企業のヤングアゲインがストップ⾼すると思われ

ます。」

「そうか、あれだな。若返り薬を開発しているという、アザース上場

の。」

「ええ、厚⽣労働省も、そろそろ薬として若返り薬を承認する模様で

す。」

「上出来だ。すぐ、お客様に知らせる。おう、」

と御貸社⻑は⽟⼆義郎(たまに・ぎろう)を⾒ると、

「今、⼈⼯知能カブカブ君と話をしていたんだ。⼈間と話をしていた

んではない。」

「サイバーモーメント社製の⼈⼯知能ですね?」

「そうだ。」

と答えると御貸社⻑は固定電話を保留から解除して、

「もしもし、お待たせしました。本⽇の推奨銘柄はアザースのヤング



アゲインです。」

・・・と⽟⼆は流太郎に回顧するように話した。その話を流太郎は、

ちょっと思い出したのだ。
 

 翌⽇、早く出勤すると社⻑の籾⼭が、

「おう、本物の時だな。この前、変な⽩⼈が来て⾃分を時・流太郎だ

というんだ。やっぱり、あれはニセモノだったのか。」

と考え込む。流太郎は、

「え?何の事ですか、そんな⽩⼈が、いたんですか。」

「ああ、いたよ。北九州に仕事を頼んだけど、帰ってこなかった。仕

事の⽅は、してくれていたけどね・・、まあ、いい。よくわからない

けど、それが⼈⽣さ。て、ことかな?君は整形⼿術でも、していたの

か?⽩⼈の外⾒に。」

「いえ、していませんよ、⼀度も、そんな事、していませんね。」

「そうだろう。あれは君が⽩⼈に変装していた、と解釈する。しばら

く出張は、ないから。内勤で頑張ってくれ。」

と籾⼭は流太郎に指⽰した。

こうして、⼜、サイバーセキュリティの仕事が始まった。ノートパソ

コンに向かいながら、流太郎は今までのAV男優としての仕事を思い

出す。退屈な今の仕事より、AVの仕事の⽅が、やりがいが、あるよ

うに思えた。でも、福岡市にはAVの制作会社は、ない。ぼんやりし

ていると、新⼊社員の時野・未漸理(ときの・みざり)が、



「時さん、お電話です。」

と声を掛けて来た。保留中の電話を取ると流太郎は、

「はい、お電話代わりました。時です。」

と応対する。電話の声は中年男性の声で、

「お仕事中ですか?」

と聞いてきたので、

「はい、そうですが。セールスなら只今は、受け付けておりませ

ん。」

と流太郎は電話を切ろうとした。が、電話の男は、

「セールスじゃないんですよ。こちらも、仕事の話です。」

「ああ、それなら承りますよ。どうぞ。」

「ああ、ありがとう。あなたは時・流太郎さんですね?」

「ええ、そうです。」

「いやあ、あなたの、やりがいのある仕事を御紹介しますよ。」

「やりがいのある?仕事、ですか?ハッキングされやすいサイトなので

すか。」

「いやあ、そうじゃないです。ま、それも、お願いしようとは思って

いますけどね。」

「ええ、ええ。で、それも、ではない仕事とは、いったい・・?」

「AVの仕事ですよ。AV男優の仕事!です。」

がつーん、と流太郎の頭に電波のようなものが流れた。今さっき、そ



れを考えていたからだろう。流太郎は迷った。こんな電話に応答して

いて、いいものだろうか。でも、サイバーセキュリティの仕事の事も

少し話していたな。それなら続けても、いい。

「うちはサイバーセキュリティの会社ですから、そちらをまず最初に

御願いします。」

「分かりました。取り敢えず、まずは我が社へ来てください。」

「場所は、どちらですか。」

「いや、なに、そんなに遠い場所では、ありませんよ。」

「どこですか、御社は。」

「おたくの会社のビルの隣です。アイランドタワーの地下⼀階にUG

ジャパンという社名で⼊っていますよ。地下⼀階は全部、我が社で⼊

居していますから、すぐに分かる。受付の⼥の⼦に連絡しておきます

から、まずはエレベーターで降りてすぐの受付の⼥⼦に御名前を伝え

てもらえれば、いい。」

「それでは、さっそく御伺いします。」
 

 アイランドタワーというビル名からも分かるように超⾼層ビルで

は、あった。流太郎も毎⽇、⾃社に通勤の際に眺めていた隣のビル

だ。エレベーターは三台、稼働していた。それに乗って地下へ降りる

と、扉が開いて⽬の前に受付があり、⼥⼦社員が座っていたが、なん

と⽔着で受付に座っていた。若いし美貌で受付にピッタリの⼥性は⾚

いビキニとTバックの薄いもので股間を隠している。が、彼⼥の陰唇



の形が浮き出るほど、そこに⾷い込ませていた。その受付のカウン

ターは透明のプラスチックで出来ているため、その受付の⼥⼦社員の

下半⾝まで流太郎には⾒えてしまったのだ。

⻑髪の⿊髪の彼⼥は流太郎を⾒て微笑む。⾚いブラの左右には乳⾸も

クッキリと浮き出ている。訪問客に対するサービス度も⽇本⼀らし

い。これこそAV会社、というものだ。

 流太郎は半勃起してしまい、ズボンが膨らみをみせないように調整

したが、受付の⼥性は⿊い瞳で流太郎の⼩⾼く膨らんだ部分を⾒つめ

ると、

「時・流太郎様ですね。」

と尋ねた。

「ええ、そうです。初めまして。」

「ようこそ、UGジャパンへ。あちらが⼊り⼝となっています。と彼

⼥は右⼿を⽔平に右の⽅に差し出して、⼊るべき場所を⽰した。そこ

が社⻑室らしい。彼⼥は指で⾃分の⽬の前にあるボタンを押すと、

「時様がご来社されました。」

と伝える。流太郎が歩いて数歩すると社⻑室のドアが開き、中年太り

の⾊の⽩い男性が現れると、笑顔で、

「やあ、時さん。社⻑の映・部位太郎(えい・ぶいたろう)と、いいま

す。よろしく。」

と⾃⼰紹介した。時も、



「時・流太郎です。よろしく御願いします。」

と⾔いつつ⾝をかがめる。

映社⻑は、

「さあ、中へどうぞ。」

社⻑室の窓は広く、そこは博多湾の海中が⾒えている。このビルの地

下⼀階は、そういうものなのだろう。

映社⻑と向かい合わせにソファに座った流太郎は博多湾の海中には

様々な⿂が泳いでいるのが⼝に咥えるように、よく分かった。熱帯⿂

も⾒えたのだ。流太郎は、

「あれは熱帯⿂ですね。」

と、その⾒えた⿂を指さして云うと、映社⻑は、

「ああ、あれね。熱帯⿂を飼っていた⼈達が博多湾に捨てているらし

いね。ぼくはクジラも⾒た事が、ある。」

「そうなんですか?クジラが博多湾に。・・・(絶句)」

「クジラは、まだ捕獲制限がありますからね。世界の海を泳ぎ放題だ

よ。この窓ガラスを背景にAVを撮る事もある。そんな時は何故かク

ジラは、いないけどね。(笑)。」

「ここがスタジオにも、なるんですね。」

と流太郎は感⼼する。

「ああ、そうさ。どこでもAVだよ。社⻑室までスタジオに出来るの

はウチだけだろう。今⽇は⾒学だけでも、していって欲しい。超能⼒



⻘年を呼んでいるから。」

と社⻑が発⾔すると、社⻑室のドアが開いて精悍な⻘年が⼊って来

た。映社⻑は、

「超能⼒者、真下琉望(まげ・るぼう)君だ。」

と彼を流太郎に紹介する。真下はスポーツ刈りの頭を流太郎に向ける

と、

「真下です。なんでも曲げられますよ、ボクは。」

と豪語した。続けて彼は、

「曲げられるだけじゃなくて、変えられるというのかな。それも、で

きるよ。」

と云うので流太郎は、

「ぜひ、この⽬で⾒たいですね。その⼒を。」

「ああ、いいともさ。やりますか?監督、いや、社⻑。」

と問われて、映社⻑は、

「よし、やろう。ここを撮影現場にする。秋花冬桜を呼ぶか。」

そこで⼈気AV⼥優の秋花冬桜が呼ばれて全裸で社⻑室に⼊って来

た。彼⼥の下腹部の、なだらかな丘の最下端には惑乱させる⿊い⽑の

密集が、ある。横幅のある丸いバナナのような彼⼥の乳房だ。秋花は

⾚い唇を開くと、

「お呼びですか、社⻑。」

「ああ、君に超能⼒の実験台に、なってもらおうと思う。」



秋花に続いて撮影スタッフも社⻑室に⼊って来た。三脚のついたカメ

ラを持ったカメラマン、光を反射する板を持った照明係、マイクを

持った録⾳係、メガホンを持った監督、助監督、などなど、がゾロゾ

ロ、ガラガラと集合する。

緑⾊のソファに全裸で座らされた秋花冬桜は映社⻑に、

「⼤きく股を開いて。そう。あまり⼤きく開くと、おまんこが⼝を開

けるから、そうならない程度にね。」

両膝を⽴てた冬桜の縦のスジは、まだ閉じていた。映社⻑は、

「真下(まげ)君、始めなさい。」

「はい、いきますよー。」

真下琉望は両⾜を開いた全裸の秋花に近づいた。彼の視線は秋花の密

淫の草丘の下にあるピンク⾊の窪みを捉えると、

「淫空間を捉えます。」

と宣⾔して、両⼿を⾃分の胸のあたりに上げて、催眠術に掛けるよう

な動きをした。

すると!それに合わせて冬桜の閉じていたオマンコが開き始めたのだ!

すすすすすーと全開になる⼥陰を⾃分で感じた冬桜は、

「いやんっ!オマンコが勝⼿に開くぅーっ。」

と叫んだ。

これが超能⼒者、真下琉望の超魔術⼒なのだ。もちろん撮影は始まっ

ていた。



冬桜の⼥陰は満⽉のように最⼤限にまで広がる。冬桜は⾃分の両⼿は

膝の上なので、⾃然には、そこので陰唇は開かない。まさに真下琉望

の超能⼒の⼒によって、冬桜の閉じていた陰芯は開かれている。

それを操った真下だが、映社⻑は彼の股間を⾒ると、ズシッとズボン

が膨らんでいる。映社⻑は、

「真下君。君の⾁欲棒も上に曲がっているよ。ズボンとパンツを脱い

で、冬桜のマンコに⼊れたらいい。いいだろう冬桜?」

とマンコと両膝を開いたソファに座った全裸のAV⼥優に打診する

と、彼⼥は両⼿で両眼を覆うと、

「はい、いいです。オマンコに⼊れてください。」

と答えた。

真下は照れたようにズボンを脱ぎながら、

「冬桜ちゃんにハメる前に⾯⽩いものを⾒せますよ。」

と発⾔し、パンツを脱いだ。

スタジオにいる⼈々は、

「おおーっ!」

と歓声を上げる。真下の男棒は超能⼒者らしく?⽴派な道具だったの

だ。スコーンと上に向かっている真下のモノだが、それをカメラに正

⾯から写るように真下は態勢を変えた。

 カメラは、それをズームアップで捉える。真下は、

「今から、やります。スプーン曲げ、ならぬ勃起チンコ曲げを。」



真下は念を送るように⾃分の全勃起チンコに両⼿のひらでサッ、サッ

⾵を送るような動作をした。すると!真下のフル・スタンドアップ・

チンコは陰茎の中⼼部から先が右に曲がったのだ。ぐにゃり、と四⼗

五度は曲がっただろう。

室内は騒然となった。中折れというのはペニスが⼆つに折れる現象で

はなく、⽴ってもスグ萎える事を⾔うが、今、真下が⾒せているチン

魔術はペニスが⽂字通り、右に曲がっている。真下琉望はカメラに向

かって、

「これがチンコ・パワーです。」

と⼤胆に宣⾔する。

 真下琉望は、

「まだまだ、これから先に、これより凄いものを⾒せますよ。お楽し

みに。ひとまずチンコを元に戻します。えいっ!」

真下は⾃分の勃起チンコを⾒つめると気合を掛けた。するとタチマ

チ、曲がったチンコは元の態勢に戻る。ソファの冬桜のマンコは全開

のままだ。真下は、

「冬桜ちゃんと合体します。」

と宣⾔してソファの秋花冬桜に重なり、勃起⾁を彼⼥に⼊れていく。

ずっぽりと真下の⾁棒が冬桜に⼊ると、⼆⼈は尻を振り始める。冬桜

は乳房も揺らせつつ、乱れた息を吐き始めた。真下は、

「これから冬桜ちゃんの膣内でボクの勃起チンコを右に左に曲げます



よ。」

と発⾔すると、実際、そのように超能⼒で⾁棒を曲げた。


